
 平 成 ２ ２ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  7 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 14 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ３ に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、

電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｃ間の電圧が１２ボルト、端子ｃ－ｂ間の電圧が５ボル

トであった。このとき、端子ａ－ｂ間に加えた交流電圧は、 (イ) ボルトである。(５点)

① ５ ② ７ ③ １２ ④ １３ ⑤ １７

(３) 面積Ａの２枚の金属板を間隔ｄだけ隔てて平行に置き、その間を誘電率εの誘電体で満たし

て平行板コンデンサをつくり、このコンデンサの静電容量をＣとすると、これらの間には

Ｃ ＝ (ウ) の関係がある。 (５点)

εｄ ｄ Ａ εＡ① ② ③ ④ ⑤ εｄＡＡ εＡ εｄ ｄ

(４) 正弦波交流回路において、有効電力をＰワット、無効電力をＱバールとするとき、力率は、

(エ) ÷√Ｐ２＋Ｑ２ で表される。 (５点)

① Ｐ ② Ｑ ③ Ｐ＋Ｑ ④ Ｐ－Ｑ ⑤ √Ｐ２－Ｑ２

図 １

Ｅ＝２６

Ｒ４＝１ Ｒ５＝２

Ｒ３＝１

Ｒ２＝１Ｒ１＝１

Ｉ

Ω

Ω ΩＶ

Ω

Ω

図 ２

ｂａ

ＸＬＲ ｃ



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体中の自由電子と正孔に濃度差があるとき、自由電子又は正孔が濃度の高い方から低い

方に移動して濃度が均一になる現象は、 (ア) といわれる。 (４点)

① 拡 散 ② 整 合 ③ ドリフト ④ 再結合

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣを１２ボルト、ＲＣを３キロオームとするとき、

コレクタ電流ＩＣを２ミリアンペアとするには、ベースバイアス抵抗ＲＢを、 (イ) キロ

オームにする必要がある。ただし、直流電流増幅率ｈＦＥを１００、ベースとエミッタ間の電

圧ＶＢＥを０.７ボルトとする。 (４点)

① ３ ② ５７ ③ ２６２ ④ ２９７ ⑤ ３００

(３) ダイオードについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ホトダイオードは、光信号を電気信号に変換する機能を持ち、ｐｎ接合ダイオードに光を

照射すると光の強さに応じた電流が流れる現象を利用した半導体素子である。

Ｂ 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する誘導

現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する半導体素子である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＭＯＳ形電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＭＯＳ形電界効果トランジスタは、ドレイン～ソース間を流れる電流をゲート電圧の変化

により制御できるので電圧制御素子といわれる。

Ｂ ＭＯＳ形電界効果トランジスタには、ゲート電圧を加えなくてもチャネルが形成されるデ

プレション形、ゲート電圧を加えなければチャネルが形成されないエンハンスメント形がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタの接地方式について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ エミッタ接地方式は、電圧増幅度がほぼ１であり、入力インピーダンスが高く、出力イン

ピーダンスが低い特性を持ち、インピーダンス変換回路として用いられる。

Ｂ ベース接地方式は、電流増幅作用はないが、入力インピーダンスが低く、出力インピーダ

ンスが高い特性を持ち、高周波増幅回路として用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ＢＥＶ

Ｒ

ＩＣ
ＩＢ

Ｃ

Ｃ

ＲＢ
ＶＣ



Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、図１

～図３の塗りつぶした部分を示す論理式すべての論理和は、 (ア) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ･Ｃ＋Ｂ

図１ 図２ 図３

(２) 図４の論理回路は、ＮＯＲゲートとＮＡＮＤゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂの論理式がそれぞれ(Ａ･Ｂ)及び(Ａ＋Ｂ)のとき出力ｃの論理式は、

(イ) である。 (５点)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ･Ｂ ④ Ａ･Ｂ

入力ａ

(Ａ･Ｂ)

入力ｂ 出力ｃ

(Ａ＋Ｂ)

出力ｄ

図４

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ



Ｌ－4

(３) 図５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂに図６に示す入力がある場合、図５の出力ｃは、

図６の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図５

図６

(４) 表に示す論理関数Ｘのうち、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、論理式が、

Ｘ ＝ Ａ

になるものは、 (エ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ｘ ＝ (Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)

ホ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ



Ｌ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す電気通信回線への入力電力が２４ミリワット、その伝送損失が１キロメートル当

たり０.８デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、負荷抵抗Ｒ１で消費する電力は、

(ア) ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダ

ンスは整合しているものとする。 (５点)

① ２４ ② ４８ ③ ９６ ④ １２０ ⑤ ２４０

(２) 一様な線路の減衰定数は線路の一次定数により定まり、 (イ) によりその値が変化する。

(５点)

① 信号の振幅 ② 信号の周波数 ③ 減衰ひずみ ④ 負荷インピーダンス

(３) 図２において、Ａ方向における漏話減衰量は、 (ウ) デシベルである。 (５点)

① １４ ② ２４ ③ ３６ ④ ４８ ⑤ ６０

(４) 電力線からの誘導作用によって通信線へ誘起される誘導電圧には、電磁誘導電圧と静電誘導

電圧がある。このうち、電磁誘導電圧は、一般に、電力線の (エ) に比例して変化する。

(５点)

① 電 流 ② 電 圧 ③ 抵 抗 ④ インダクタンス

図１

変成器

Ｒ
600

Ｒ２

1
発振器 電気通信回線

２５

増幅器

z 1 z２

kｍ

300Ω Ω 600 Ω

600 Ω

(誘導回線)

受端送端

発振器

漏話レベル

図２

Ｚ1

信号入力
12  

－24  

信号レベル
－2 

漏話レベル
－36 

(被誘導回線)

信号の伝送方向

Ａ方向 Ｂ方向

Ｚ1

Ｚ２ Ｚ２

〔 〕dＢm 

〔 〕dＢm 〔 〕dＢm 

〔 〕dＢm 



Ｌ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 搬送波として連続する方形(矩形)パルスを使用し、方形(矩形)パルスの幅を入力信号の振幅

に対応させて変調する方式は、 (ア) 方式といわれる。 (４点)

① ＰＣＭ ② ＰＡＭ ③ ＰＰＭ ④ ＰＷＭ ⑤ ＰＴＭ

(２) ＰＣＭ方式において、伝送されてきたパルス列を受信側で元の波形に復元するために、原理
１的には、量子化レベルまで再生した信号をサンプリング周波数の を遮断周波数とする２

(イ) フィルタに通せばよい。 (４点)

① 高域通過 ② 低域通過 ③ 帯域通過 ④ 帯域阻止

(３) デジタル信号の伝送について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときに生ずる誤差による雑音の発生は避けられない。

Ｂ ＷＤＭ方式は、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、

伝送路を多重利用するものである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (エ) 倍以下となるように変換する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２ＮＮ ２

(５) 一般に、ピンポン伝送方式といわれ、上り方向・下り方向の伝送に対して時間差を設けるこ

とにより、光ファイバ１心で双方向伝送を実現する技術は、 (オ) といわれる。 (４点)

① ＳＤＭ ② ＴＣＭ ③ ＴＤＭ ④ ＷＤＭ ⑤ ＦＤＭ



Ｌ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１は、ＡＤＳＬサービスにおける接続シーケンスの例を示したものである。図中Cについ

て述べた記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① ＰＰＰｏＥセッションの確立を開始する。

② ＰＰＰセッションの確立を開始する。

③ ＰＰＰセッションを解放する。

④ 認証プロトコルを要求する。

図１

A

B

C

D

E

F

G

P A D I

P A D O

P A D R

P A D S

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

C o n f i g u r e- R e q u e s t

C o n f i g u r e- A c k

T e r m i n a t e- R e q u e s t

T e r m i n a t e- A c k

C H A P/ P A P  

による認証フェーズ
CHAP/P AP  による認証フェーズ

端末機器 ＩＰ通信網

PPPoE

ディスカバリステージ

PPPoE

P P P  セッションステージ開始

LCP パケット

LCP パケット

認証失敗

PADT

PA D T

P P P o E

ディスカバリステージ

PPPoE

P P P  セッションステージ終了



Ｌ－8

(２) 図２は、ＡＤＳＬモデム(モデム機能のみの装置)の背面の例を示す。このＡＤＳＬモデムに

ついて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 専用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配線コー

ドで、回線ポートからＡＤＳＬスプリッタを介して電気通信事業者側のアクセス回線

に接続する。

② 電話共用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配線

コードで、電気通信事業者側のアクセス回線にＡＤＳＬスプリッタを介さず回線ポー

トから直接、接続する。

③ 電話共用型のＡＤＳＬサービス用として契約されているアクセス回線では、ＬＡＮ

ポートにアナログ電話機を接続することにより、ＩＰ電話サービスを利用することが

できる。

④ ＩＮＩＴスイッチは、設定した内容を初期化して工場出荷時の状態に戻すために使

用する。

図２

(３) ＣＳＭＡ／ＣＡ方式の無線ＬＡＮでは、データが無線ネットワーク上で衝突しても検知する

ことが困難であるので、衝突がなかったことを (ウ) の受信により確認する。 (４点)

① ＮＡＫ ② ＲＥＬ ③ ＣＯＮＮ ④ ＡＣＫ

(４) ＩＰ－ＰＢＸなどについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＰＢＸ機能を組み込んだ汎用サーバを用いたＩＰ－ＰＢＸには、ＬＡＮインタフェースを

介してＩＰ電話機が接続される。

Ｂ 電気通信事業者が提供するＩＰセントレックスサービスのＩＰセントレックス装置には、

一般に、ＩＰネットワークを介してユーザのＩＰ電話機やソフトフォンなどが接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

電源アダプタ端子

ＩＮＩＴスイッチ

ＬＡＮポート

アース端子

回線ポート

DC IN

INIT

PC

FG

回線
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(５) 図３は、スイッチングハブ(Ｌ２スイッチ)のフレーム転送方式の３種類について示したもの

である。ストアアンドフォワード方式の特徴について述べた次の記述のうち、正しいものは、

(オ) である。 (４点)

① 速度の異なるＬＡＮどうしの接続はできない。

② フレーム形式の異なるＬＡＮどうしの接続はできない。

③ 速度やフレーム形式の異なるＬＡＮどうしの接続ができる。

④ 異なるネットワークアドレスを持つＬＡＮどうしの接続ができる。

図３

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次に示すアドレスは、ＩＰｖ６アドレスの例である。

ｅａ７４：０６００：０００７：００００：００００：００００：００００：ｆ５２ｄ

このＩＰｖ６アドレスを、省略及び簡略化して表記すると、 (ア) となる。 (４点)

① ｅａ７４：６００：７：：ｆ５２ｄ

② ｅａ７４：６００：７：００００：ｆ５２ｄ

③ ｅａ７４：６００：７０００：０：０：０：ｆ５２ｄ

④ ｅａ７４：０６００：０００７：００００：００００：００００：ｆ５２ｄ

(２) ＭＴＵは、ネットワークを通じて転送可能な最大のデータ量であり、ネットワークの種類に

よって異なる。標準(ＤＩＸ規格)のイーサネットのＭＴＵ値は、 (イ) バイトである。

(４点)

① １,４６０ ② １,４７２ ③ １,４９２

④ １,５００ ⑤ １,５２８

(３) 広域イーサネットなどについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 広域イーサネットにおいてＶＰＮを実現するための主な技術にＥｏＭＰＬＳがあり、この

ＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳネットワーク上でイーサネットフレームを転送する技術である。

Ｂ ＩＰ－ＶＰＮが、レイヤ３の機能をデータ転送の仕組みとして使用するのに対して、広域

イーサネットは、レイヤ２の機能をデータ転送の仕組みとして使用する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(全フレーム受信終了後転送)

(64バイト受信終了後転送)

(DA受信終了後転送)

PA SFD DA SA T/L PAD FCSデータ

7 1 6 6 2

可変長(46～1,500)

4

単位：バイト
14

ストアアンドフォワード方式

フラグメントフリー方式

カットアンドスルー方式
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(４) 光アクセスネットワークの設備構成などについて述べた次の二つの記述のうち、誤っている

ものは、 (エ) である。 (４点)

① 大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバケーブルを敷設し、既設の電話用の

宅内配線を利用するＶＤＳＬ方式では、信号を集合メディア変換装置において光・電

気変換又は電気・光変換をしている。

② 光アクセスネットワークの方式には、波長分割多重伝送技術を使い、上り、下りで

異なる波長の光信号を用いて、１心の光ファイバで上り、下りの信号を同時に送受信

する全二重通信を行う方法がある。

③ ＰＤＳ方式では、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を合・分波する光スプリッタを設置

し、一つのＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される。

④ ＳＳ方式は、電気通信事業者の設備から配線された１心の光ファイバ回線を、分岐

点において光受動素子を用いて８分岐又は１６分岐し、個々のユーザにドロップ光フ

ァイバケーブルを用いて配線する方式である。

(５) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭ各レイヤのうち伝送コンバージェ

ンス・サブレイヤの機能について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 空きセルを生成・挿入することにより、セル流と伝送速度との整合をとる。

Ｂ ＡＴＭ通信を行う場合の伝送路符号化、電気・光変換機能などを持つ。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) コンピュータからの情報漏洩対策の一つで、ユーザが利用するコンピュータには必要最小限
ろうえい

の処理をさせ、ほとんどの処理をサーバ側に集中させるシステムは、一般に、 (ア) シス

テムといわれる。 (４点)

① シンクライアント ② 検疫ネットワーク

③ リッチクライアント ④ コンピュータフォレンジック

(２) ポートスキャンの一つの方法で、標的ポートに接続してスリーウェイハンドシェイクにより

シーケンスを実行し、コネクションが確立できたことにより標的ポートが開いていることを確

認する方法は、一般に、 (イ) スキャンといわれる。 (４点)

① ＵＤＰ ② ＦＩＮ ③ ＳＹＮ ④ ＴＣＰ

(３) 公開鍵暗号方式により、ｎ人が相互間で通信を行う場合、異なる鍵の数は全体で (ウ) 個

必要である。 (４点)

① ｎ＋１ ② ２ｎ ③ ｎ(ｎ＋１) ④ ｎ２
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(４) 無線ＬＡＮのセキュリティなどについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 無線ＬＡＮアクセスポイントにおいて、ＭＡＣアドレスフィルタリングを有効に設定する

ことにより、ＭＡＣアドレスを利用した接続制限が可能となるが、無線ＬＡＮ区間での盗聴

を防ぐことはできない。

Ｂ ＳＳＩＤは、無線ＬＡＮアクセスポイントに設定される識別子であり、一般に、そのアク

セスポイントを利用するすべてのユーザが共通のＳＳＩＤを用いる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 既知のコンピュータウイルスの特徴が収録されているウイルス定義ファイルと、検査の対象

となるファイルを比較してウイルスを検出する方式は、 (オ) 方式といわれる。 (４点)

① ヒューリスティック ② チェックサム

③ ＣＲＣ ④ パターンマッチング

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ用コネクタには、光ファイバのコアの中心をコネクタの中心に固定するために

(ア) といわれる部品が使われている。 (４点)

① スリーブ ② プランジャ ③ スプライス

④ クロージャ ⑤ フェルール

(２) ホームネットワークなどの配線に用いられるプラスチック光ファイバは、石英系光ファイバ

と比較して、曲げに強く折れにくいなどの特徴があり、送信モジュールには、一般に、光波長

が６５０ナノメートルの (イ) が用いられる。 (４点)

① ＺＤ ② ＦＥＴ ③ ＬＥＤ ④ バリスタ

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４で規定されている、光配線システムの性能試験について述べ

た次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 性能試験は、受入れ試験、安定化試験及び基準試験の三つに分類されており、このうち、

安定化試験は規格要求を満足した配線であるかを検証する試験である。

Ｂ 光ケーブルの長さについては、測定されたパラメタ(パラメータ)から計算により算出する

ことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 光ファイバケーブルの光コネクタによる終端方法について述べた次の二つの記述は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 現場コネクタ組立てによる終端方法では、現場で組立てが可能な光コネクタを用いて終端

を行うが、コネクタタイプごとにメカニカルスプライス工具が必要である。

Ｂ ピグテール光ファイバを用いた終端方法では、ピグテール光ファイバコードを現場で接続

することにより終端を行うが、融着接続機あるいはメカニカルスプライス工具が必要である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ５要素を使ったクラスＤのチャネルの場合、機器コード、パッチコード

／ジャンパ及びワークエリアコードの合計長が１６メートルのとき、水平ケーブルの最大長Ｈ

の算出式は、Ｈ＝ (オ) ｍである。ただし、使用温度は２０℃、水平ケーブルの挿入

損失dＢ／ｍに対するコードの挿入損失dＢ／ｍとの比をＸとする。 (４点)

① １０５－１６Ｘ ② １０７－１６Ｘ

③ １０９－１６Ｘ ④ １１１－１６Ｘ

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、ＵＴＰケーブルの接続などについて、接続器具とケー

ブルを接続する方法は、金属スリット間に電線を押し込むことにより、絶縁被覆を取り除いて

接続する (ア) 方式にすることが望ましいと規定されている。 (４点)

① 圧接接続 ② ラッピング接続 ③ 融着接続 ④ 圧縮接続

(２) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、カテゴリ５のＵＴＰケーブルに、カテゴリ７対応のＲＪ

－４５コネクタを装着して使用した場合、このコネクタ付きＵＴＰケーブルは、 (イ) の

性能として扱わなければならない。 (４点)

① カテゴリ５ ② カテゴリ６ ③ カテゴリ６Ａ ④ カテゴリ７

(３) ＩＰｖ６ノード(Node)が、ネットワークに正常に接続されていることを確認するためには、

ＩＣＭＰｖ６で提供される機能を利用した (ウ) コマンドを用いて、ＩＰパケットの到達

確認などを行う。 (４点)

① ｉｐｃｏｎｆｉｇ ② ｎｅｔｓｔａｔ

③ ｒｔｑｕｅｒｙ ④ ｐｉｎｇ

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

ＦＤ

機器コード ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ

パッチコード
／ジャンパ

Ｃ = 接続点

チャネル
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(４) レイヤ２スイッチのＬＥＤランプ表示から、ＬＡＮの故障を判断する方法などについて述べ

た次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ レイヤ２スイッチのＬＥＤランプのうち、一般に、Ｌｉｎｋ／Ａｃｔランプといわれる表

示ランプが点灯又は点滅している場合は、レイヤ２パケット(フレーム)の転送が正常に行わ

れていることが分かる。

Ｂ レイヤ２スイッチのＬＥＤランプのうち、一般に、通信速度(スピード)ランプといわれる

表示ランプの状態を確認することにより、当該ポートにおけるレイヤ２パケット(フレーム)

の転送が、所定の速度かどうかを判断することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 日程計画策定などに用いられるアローダイアグラムを作成するための作業項目の一部をⓐ～ⓓ

に示す。一般的な作成手順として、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

ⓐ 最早結合点日程を計算する。

ⓑ 結合点を書き、矢印を引き、結合点の番号を記入する。

ⓒ クリティカルパスを表示する。

ⓓ 余裕時間を計算する。

① ⓐ→ⓑ→ⓓ→ⓒ ② ⓐ→ⓒ→ⓑ→ⓓ

③ ⓑ→ⓐ→ⓓ→ⓒ ④ ⓑ→ⓓ→ⓐ→ⓒ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を他人

の通信の用に供する電気通信役務をいう。

② 電気通信設備とは、電気通信を行うための機械、器具、支持物その他の機械的設備

をいう。

③ 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

(２) ｢重要通信の確保｣及び｢業務の改善命令｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止することができる。

Ｂ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないと総務大臣が認め

るときは、総務大臣は電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するため

に必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の (ウ) 課程で、総務大臣

が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者に工事担任

者資格者証を交付する。 (４点)

① 養 成 ② 技 能 ③ 実 地 ④ 専 門

(４) 総務省令で定める｢端末設備の接続の技術基準｣により確保されるべき三つの事項のうちの二

つについて述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすること。

Ｂ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末系伝送路設備との責

任の分界が明確であるようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている端

末機器(同法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されていないものとみなされ

たものを除く。)を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信事業者の電気

通信回線設備に端末設備を接続したときは、当該電気通信事業者の (オ) を受け、その接

続が同法に規定する端末設備の接続の技術基準に適合していると認められた後でなければ、こ

れを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。 (４点)

① 承 認 ② 審 査 ③ 確 認 ④ 検 査
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続す

るための工事を除く。

Ｂ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものであって、主

としてインターネット接続のための回線に限る工事を行い、又は監督することができる。た

だし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者資格者証について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。

(４点)

① 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術

の向上を図るように努めなければならない。

② 電気通信事業法の規定により資格者証の返納を命ぜられたときは、その処分を受け

た日から２０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

③ 工事担任者資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときは、その日

から１０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

(３) 端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 無線呼出用設備に接続される端末機器は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器で

ある。

Ｂ 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨の表示が付されるが、専用通信回線設備

に接続される端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ｄである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信法の施行に必要な限度において、有線電気通信設備を (エ)

からその設備に関する報告を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業

場に立ち入り、その設備若しくは (オ) させることができる。 (４点×２＝８点)

① 設置した者 ② 業務内容を公表

③ 使用した者 ④ 帳簿書類を検査

⑤ 修理した保守者 ⑥ その設備と接続する設備を取替え

⑦ 維持・管理する事業者 ⑧ 関連する技術基準を是正



Ｌ－16

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したもの

をいう。

② 制御チャネルとは、移動電話用設備と無線呼出端末の間に設定され、主として制御

信号の伝送に使用する通信路をいう。

③ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

(２) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において (イ) の接続形式

を有するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の交換設備の動作の開始及び終了の制

御を行うための回路をいう。 (４点)

① ２線式 ② ４線式 ③ 音声方式 ④ 平衡対ケーブル

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっては、

その使用電圧の１.５倍の電圧を連続して (ウ) 分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を

有しなければならない。 (４点)

① ２ ② ５ ③ １０ ④ ２０

(４) ｢絶縁抵抗等｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上の絶縁抵抗

を有しなければならない。

Ｂ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、使用電圧が３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え

６００ボルト以下の交流の場合にあっては、０.４メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなけれ

ばならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ｢配線設備等｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で定常時においてマイナス６４デシ

ベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル以下であること。

Ｂ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電

圧で測定した値で２メガオーム以上であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｌ－17

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 安全性等について述べた次の二つの文章は (ア) 。 (４点)

Ａ 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する配線設備等は、事業用電

気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにするため、総務大臣が別に告示

するところにより端末設備の接続の方法を定める場合にあっては、その方法によるものでな

ければならない。

Ｂ 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、総務

大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別するた

めの符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有するも

のでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は (イ) 。 (４点)

Ａ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号の高群周波数は、

(ウ) までの範囲内の特定の周波数が用いられている。 (４点)

① ５００ヘルツから９００ヘルツ

② ９００ヘルツから１,２００ヘルツ

③ １,２００ヘルツから１,７００ヘルツ

④ １,７００ヘルツから１,９００ヘルツ

(４) 移動電話端末は、基本的機能として、通信を終了する場合にあっては、 (エ) する信号

を送出する機能を備えなければならない。 (４点)

① 通話料金を確認 ② 登録位置を確認

③ チャネルを確認 ④ チャネルを切断

(５) 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び (オ) 的条件のい

ずれかの条件に適合するものでなければならない。 (４点)

① 光 学 ② 機 械 ③ 磁 気 ④ 物 理



Ｌ－18

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている

電線及びこれに係る (ア) その他の機器をいい、これらを支持し、又は保蔵するための工

作物を含む。 (４点)

① 中継器 ② 保護物 ③ 絶縁物 ④ 保安器

(２) 架空電線について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

Ｂ 架空電線の高さは、その架空電線が道路上にあるとき、鉄道又は軌道を横断するとき、及

び河川を横断するときは、総務省令で定めるところによらなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する高圧とは、交流にあっては６００ボルトを超え、

(ウ) ボルト以下の電圧をいう。 (４点)

① ６,０００ ② ７,０００ ③ ３５,０００ ④ ６０,０００

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって (エ) に寄与することを目的と

する。 (４点)

① 公共の福祉の増進 ② プライバシーの保護

③ 通信の確保 ④ 高度情報通信社会の健全な発展

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する事項について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 認証業務とは、自らが行う電子署名についてその業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)

その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署名を行ったものであることを公表するために

用いられる事項が当該利用者に係るものであることを推定する業務をいう。

Ｂ 電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができ

ない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトを用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


